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新任教員・昇任教員等紹介
昇任教員

配置替

（よしむら　てるき）
吉村 昭毅

北海道大学薬学部卒業。同大学
院薬学研究科博士課程修了。
ニューヨーク大学メディカルセン
ター客員研究員、本学薬学部准教
授等を経て、教授就任。薬学博士。

PROFILE

薬学部教授
（薬学教育支援室）

（こばやし　みちや）
小林 道也

北海道大学薬学部卒業。同大学
院薬学研究科修士課程修了。北
海道大学医学部附属病院薬剤
部医薬品情報室長、試験研究室
長、本学薬学部准教授等を経
て、教授就任。薬学博士。

PROFILE

薬学部教授
（薬剤学）

中村 由香里

看護福祉学部助教
（看護学科 地域保健看護学）

（いずみかわ　まさのぶ）
泉川 昌宣

本学歯学部卒業。同大学院歯学
研究科博士課程修了。本学歯学
部助教等を経て、講師就任。歯学
博士。

PROFILE

歯学部講師
（口腔機能修復・再建学系〈う蝕制御治療学〉）

平成23年7月1日付

平成23年8月1日付

新任教員
平成23年7月1日付

平成23年7月1日付

（いとう　しゅういち）
伊藤 修一

本学歯学部卒業。同大学院歯学
研究科博士課程修了。ジョージア
医科大学研究員、本学歯学部講師
等を経て、准教授就任。歯学博士。

PROFILE

歯学部准教授
（口腔機能修復・再建学系〈う蝕制御治療学〉）

（さいとう　まさと）
齊藤 正人

本学歯学部卒業。同大学院歯学
研究科博士課程修了。米国国立
衛生研究所研究員、本学個体差
医療科学センター、歯学部講師
等を経て、教授就任。歯学博士。

PROFILE

歯学部教授
（口腔構造・機能発育学系〈小児歯科学〉）

薬学部
歯学部

講師（薬学教育支援室）

教授
（生体機能・病態学系〈臨床口腔病理学〉）

木村 真一

安彦 善裕

● 活　動／ ブランディングプロジェクトの企画・実施
　　　

● 人　数／ ４名（各学部から1名）
● 任　期／ 1年間（8月から翌年度7月）再任なし
● 選　出／ 立候補による選挙制
● その他／ 活動室の利用、活動費支給、ブレザー支給

4代目Student Campus President 決定!
本制度は、より良い大学づくりを目指して、教員・職員とともに学生た

ちにも大学生活にかかわる各種プロジェクトの企画立案に参加して

もらおうとスタートしたものです。今年も4代目SCPが誕生しましたの

で、ご紹介します。新SCPの活動状況については、随時、SCPホー

ムページにて報告していく予定ですのでぜひご覧ください。

〈学生キャンパス副学長制度〉

SCPホームページ　http://scp.hoku-iryo-u.ac.jp/

■Student Campus President <学生キャンパス副学長制度>について

○ オープンキャンパスの運営
○ 学内施設・サービスの改善

○ 国家試験対策
○ ブランドグッズ・商品開発

○ 学内ベンチャー支援
○ エコ対策　等

　少しでもよりよい学生生活になるように、皆さんが日頃ふと思うようなことや、小さな意
見を大事にしながら、SCP活動を行っていきたいと考えています。　　　
　そのためには、学生と大学との距離がもっと近くなることが大切だと思っています。
　例えば、大学に対して、疑問や提案などの意見交流を行う場を設けてみたいと考え
ています。また、大学をもっと知ってもらえるような機会があればとも思っています。先生
や先輩の話を聞く機会があったりしたら、皆さんより身近に大学を感じることができるの
ではないでしょうか。親しみある、楽しい大学を目指していきたいと思います。
　そのためにも、まずSCPを皆さんに知ってもらい、より近い存在に感じてもらえるよう
に活動をしていきたいです。　
　この大学と皆さんと共にさらなる発展をしていけるよう、精一杯努力していきますので
宜しくお願いします。

「より身近な大学に」

薬学部 薬学科 2年

坂田　紫帆（さかた　しほ） 

　もっとみんなの笑顔が多い大学にしていきたいと思っています。
　私たちは、医療に携わるための勉強を毎日、積み重ねています。そのスケジュールに
は、本当に辛い、と思うことだってあります。
　けれど、だからこそ充実した大学生活を送ることができるとも思っています。全員が、楽
しい気持ちで大学で学ぶことができるよう考えていきたいです。
　私たちの大学には、様々な分野で学んでいる学生たちがいます。分野が違うからこ
そ、気づくことがあったり、経験が違うからこそ思い浮かぶことが違ったりします。
　お互いを尊重しあいながら、全員で何かを作り上げることができたらと思っていますの
で、皆様、宜しくお願い致します。

「楽しく。可能性を広げて」

歯学部 歯学科 2年

清水　綾（しみず　あや） 

　医療の志を強く発信できる大学にしていきたいと思っています。地域の方 と々一緒
になって学んだり、活動したり出来る場をつくっていきたいと考えています。
　私は、福祉のあり方や、バリアフリー、ノーマライゼーション、ユニバーサル・デザインと
いったことを学んでいますが、大学で学んだ事を生かしながら、SCP活動に取り組んで
いきたいと思っています。
　大学生活というのは今までとは比べ物にならないほどの自由性があります。その中で
自分にしかできないことを現実にするチャンスが与えられます。ここからが本当のスタート
と言ってもいいかもしれません。
　今まで培ってきた経験や努力を一気に咲かせましょう。仲間と、そして、より多くの人
たちと協力しながら頑張っていきたいと思いますのでどうぞ宜しくお願い致します。

「本当のバリアフリーを目指す大学へ」

看護福祉学部 臨床福祉学科 2年

佐藤　陽（さとう　あきら） 

　私は、SCPとして活動していくに当たり、まずは皆さんにその活動を知ってもらうことが
大切だと思っています。やりたいこと、してもらいたいことを実現させるため、皆さんの意
見・要望を取り入れ積極的に活動していきたいです。SCPの活動が、学生の声を反映さ
せた学校づくりにつながることが目標です。
　また、心理科学部SCPは札幌あいの里キャンパスでの活動が中心になるということか
ら、当別キャンパスとの連携に加え、あいの里の地域との関わりや他大学との交流と
いった活動にも取り組み、他学部とは一味違った活動を展開させていけたらと思います。
大学を変える。それは決してたやすいことではありません。ですが、より良い大学生活を送
るための手助けができるよう、1年間精一杯努力していきますので宜しくお願いします。

「みんなと繋がって」

心理科学部 言語聴覚療法学科 2年

上山　智美（かみやま　ともみ） 
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